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旅
す
る
教
会
は
宣
教
者

四
月
三
〇
日
十
時
か
ら
新
潟
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
、
第
一
回
カ
ト

リ
ッ
ク
新
潟
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
が
開
催
さ
れ
て
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
十
五
時
に
閉
会
し
た
。

こ
の
評
議
会
は
新
潟
県
、山
形
県
、

秋
田
県
か
ら
な
る
新
潟
教
区
全
体
の

宣
教
司
牧
を
推
進
す
る
た
め
の
重
要

事
項
を
司
教
の
諮
問
を
受
け
て
検
討

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
、各
地

区（
秋
田
、山
形
、新
発
田
、新
潟
、長

岡
）の
司
祭
代
表
一
人（
地
区
長
）と

信
徒
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
二
人
、奉
献

生
活
者
の
代
表
が
二
人
、司
教
が
任

命
し
た
一
人
、川
崎
司
教
総
代
理
と

大
瀧
事
務
局
長
に
よ
っ
て
構
成
し
て

い
る
。（
評
議
員
名
は
後
記
）

こ
れ
ま
で
こ
の
評
議
会
発
足
準
備
の

た
め
に
二
回
の
準
備
会
議
を
も
ち
規

約
を
作
成
し
、昨
年
八
月
に
は
シ
ス

タ
ー
た
ち
の
意
見
も
反
映
さ
せ
る
た
め

に
女
子
奉
献
生
活
者
の
集
い
が
あ
っ

て
、一
年
以
上
を
か
け
て
検
討
を
重
ね

て
き
た
記
念
す
べ
き
発
足
第
一
回
の

意
味
あ
る
評
議
会
で
あ
っ
た
。

開
会
に
際
し
て
菊
地
司
教
は「
教

会
が
根
本
的
な
使
命
と
し
て
徹
頭
徹

尾
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

福
音
宣
教
で
あ
り
、福
音
宣
教
は
教

会
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

優
先
課
題
で
あ
る
」と
挨
拶
さ
れ
、新

潟
教
区
が
一
つ
の
共
同
体
と
し
て
福

音
宣
教
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
作
業
を
続
け
た
い
と
語
っ

て
、宣
教
司
牧
評
議
会
発
足
に
際
し

て
考
え
る
こ
と
を
別
途
文
書
で
発
表

し
た
。（
一
面
に
全
文
掲
載
）

午
前
中
は
地
区
の
代
表
評
議
員
か

ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
独
自
の
事

情
、宣
教
活
動
の
現
状
な
ど
の
報
告

が
あ
り
、午
後
は『
新
潟
教
区
の
福
音

宣
教
に
お
け
る
優
先
課
題
は
何
か
』

と
い
う
司
教
諮
問
事
項
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
評
議
員
か
ら
中
高
年
齢

層
信
徒
の
活
性
化
、青
少
年
の
育
成

な
ど
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
が
、更

に
各
地
区
で
話
し
合
っ
た
結
果
を
十

月
ま
で
に
集
約
し
て
第
二
回
評
議
会

（
〇
八
年
四
月
を
予
定
）で
決
め
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

カカトトリリッックク新新潟潟教教区区 宣宣教教司司牧牧評評議議会会発発足足にに際際ししてて
２２００００７７年年４４月月３３００日日 司司教教 菊菊 地地 功功

根本的な使命として教会が徹頭徹尾追求しなければならないのは、福音宣
教です。第二バチカン公会議の「教会の宣教活動に関する教令」には、「旅する
教会は、その性質上、宣教者である。なぜなら教会は、父なる神の計画による子
の派遣と聖霊の派遣とにその起源を持っているからである（２）」と記されて
います。さらに「神は、ひとびとを相互の関係を除外して、個別的に自分の生命
に与るようにと招くのではなく、彼らを一つの民として打ち立て、その民にお
いて、散らばっていた自分の子らが一つに集められることを望んだ（２）」とも
記されています。従って、キリストの神秘体である教会の一員として、ともに
その体を形作っている私たち一人ひとりには、それぞれに与えられた場と時
に応じて、全ての人が一つの神の民へと集められるために、宣教の業に励むこ
とが求められているのです。
もっとも一つの体である教会を作り上げているのは、千差万別の思いを持

ち、またその信仰を生きる姿勢にも異なる理解を持った、一人ひとりの人間で
す。それこそまさしくキリストの体における「多様性」の具体化であろうと思
います。その多様性の中にあって、私たちは与えられた「たまもの」を生かしな
がら互いに足りないところを補い合い、「信仰の喜び」と「宣教への熱意」にお
いて「一致」しようと努力をしなければなりません。
新潟教区は、秋田県・山形県・新潟県という広大な地域にまたがっており、県

民性や教会の歴史にも違いがあるとはいえ、教区としてこの地における一つ
の教会を形作っています。ですから、私たちは新潟教区という一つの教会が、
この地においてどのような形で「信仰の喜び」を共有し、いかにして「宣教の熱
意」を共に燃え立たせ、その上で、与えられた福音宣教という使命をいかにし
て実現していくのかを明確にしておかなければなりません。
教会に与えられたこの使命は、司教、司祭、修道者だけに向けられたもので

はないことは当然です。１９８７年に開かれたシノドスをうけた使徒的勧告「信徒
の召命と使命」において教皇ヨハネパウロ二世は、「あなたたちも私のぶどう
園に行きなさい（マタイ２０：４）」という聖書の言葉を引いて、全ての人が主から
与えられた使命に与るようにと招かれています。その上で教皇様は、「普遍教
会の像に似て形づくられ、それらの中に、またそれから、唯一単一のカトリッ
ク教会が存在する（教会憲章２３）」部分教会、すなわち教区の活動に信徒が積極
的に参加するようにと招かれます。私たちには、普遍教会としての存在を一人
ひとりがはっきりと意識できるように、小教区レベルにとどまらず、教区とし
ての活動に積極的に参加することが求められているのです。
今回設立される新潟教区宣教司牧評議会は、教区信徒使徒職協議会の役員

会において、信徒は信徒だけで、司祭は司祭だけで話し合っていて、お互いの
意見をつきあわせて教区のことを考える場がないではないかという指摘が
あったことに端を発しています。設立のきっかけが信徒の側からの提案で
あったと言うところに、大きな特徴があると私は思います。そしてこれからこ
の評議会が発展していく中でその事実を是非忘れずに、ピラミッド型の組織
体における上の権威から命じられたことに従うのではなく、教会全体の考え
を反映して、教区が歩むべき道筋を自ら明確にしていく作業に取り組んでい
ただきたいと思います。
宣教司牧評議会の規約には、その目的として次のように記されています。

「本会は新潟教区の信徒、修道者、司祭の一致、協力、交流をはかり、新潟県、山
形県、秋田県からなる教区全体の宣教司牧を推進するための重要事項を司教
の諮問を受けて検討することを目的とする。（第３条）」
この集まりは、教区の宣教や司牧について基本方針や具体的行動計画案を

司教に答申する役割を担っている、重要な場であると考えています。司教だけ
では考えつかないような、また司祭だけでは考えつかないような、具体的な提
案を今後、積極的に行っていただきたいと期待しています。
また宣教司牧評議会の具体的な活動として、規約の中には次のような項目

が掲げられています。
「本会は、次の活動を行なう。
１） 教区の宣教司牧に関する事項について教区司教の諮問に答える。
２） 教区の宣教司牧に関する提言を教区司教に提出する。
３） 教区内の宣教司牧に関する諸問題・諸課題の情報交換の場となる。
４） 教区内の宣教司牧に関して協力体制を整える。
５） 小教区、地区、委員会等の活動の支援、励ましを与える。（第５条）」
ここに掲げられた活動は、このままでは漠然としたものに過ぎません。これ

らを具体化するために、これから議論を進めていく中で、新潟教区としての福
音宣教について基本的な方向性を見いだすための話し合いの手法について
も、考えていただかなければなりません。
全国的に見ても新潟教区は小さな群れに過ぎません。しかし福音の種は、こ

れまでの様々な宣教努力があったとはいえ、まだまだ十分に蒔かれたとは言
えません。加えて今の時代は、世俗化が激しく進む中で神を忘れ去っていま
す。この社会に生きる私たち教会は、神を告げ知らせ、イエス・キリストの福音
を一人でも多くの人に伝える努力をしなければなりません。宣教司牧評議会
を通じて、そのための具体的な道筋が、これから明確にされていくことを期待
いたします。
この評議会の福音宣教と神の国の建設のため、ふさわしい実を結ぶことが

出来るように、全能の神の祝福を祈ります。

教教
区区
宣宣
教教
司司
牧牧
評評
議議
員員
名名

（
任
期
〇
九
年
三
月
末
日
）

川
崎
久
雄
神
父（
司
教
総
代
理
）・
大

瀧
浩
一
神
父（
本
部
事
務
局
長
）

秋
田
地
区＝

桃
田
清
明
神
父（
地
区

長
）・
石
崎
利
巳（
所
属
土
崎
教
会
）・

上
野
智
明（
秋
田
）

山
形
地
区＝

本
間
研
二
神
父（
地
区

長
）・
沼
沢
敬
志（
山
形
）・
荻
原

聡

（
鶴
岡
）

新
発
田
地
区＝

佐
藤
允
広
神
父（
地

区
長
）・
丸
山
光
雄（
新
発
田
）・
片
岡

道
義（
新
津
）

新
潟
地
区＝

大
瀧
浩
一
神
父（
地
区

長
兼
任
）・
市
川
正
幸（
青
山
）・
藤
崎

克
己（
寺
尾
）

長
岡
地
区＝

フ
ー
ベ
ル
ト
・
ネ
ル
ス

カ
ン
プ
神
父（
地
区
長
）・
小
暮

潔

（
糸
魚
川
）・
中
村
善
子（
柏
崎
）

女
子
奉
献
者＝

シ
ス
タ
ー
三
宅
聖
子

（
ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道

女
会
新
潟
修
道
院
）・
シ
ス
タ
ー
門
戸

美
智（
聖
心
の
布
教
姉
妹
会
保
戸
野

修
道
院
）

司
教
に
よ
る
任
命
者＝

三
崎
恵
子

（
新
潟
地
区
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
の
会
）

意見を述べる評議員
（山形地区代表）

カトリック新潟教区
編集発行人 教区報編集部
〒９５１―８１０６
新潟市東大畑通１―６５６
TEL.０２５―２２２―７４５７
FAX.０２５―２２２―７４６７

第
一
回

教
区
宣
教
司
牧
評
議
会

菊地司教（中央）は各評議員の
意見を聞く
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四
月
二
十
二
日
午
後
二
時
か
ら
、
亀
田
教
会
の
献
堂
式
が
菊
地

功
司

教
主
司
式
、
新
潟
県
内
の
司
祭
十
六
人
の
共
同
司
式
で
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ

た
。
聖
ヨ
セ
フ
に
捧
げ
ら
れ
た
新
聖
堂
を
祝
っ
て
、
各
小
教
区
の
信
徒
代
表

な
ど
一
〇
〇
人
以
上
が
参
加
し
た
。

一
九
六
〇
年
に
創
立
さ
れ
た
亀
田

教
会
は
、
亀
田
町
の
発
展
拡
大
と
定

住
人
口
の
増
加
に
応
え
て
、
聖
堂
は

三
回
も
改
築
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の

た
び
も
聖
堂
建
設
資
金
の
ほ
と
ん
ど

が
小
教
区
の
信
徒
の
永
年
に
わ
た
る

積
立
て
努
力
と
信
徒
の
結
束
力
に

よ
っ
て
新
聖
堂
が
実
現
し
た
。

新
聖
堂
完
成
に
信
徒
た
ち
の
喜
び

は
大
き
く
、
積
年
の
念
願
を
果
し
た

力
強
さ
を
感
じ
た
。

菊
地
司
教
は
祝
賀
会
に
お
祝
い
を

述
べ
、「
皆
さ
ん
の
結
束
力
を
基
礎

に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
小
教
区
の
共

同
体
が
発
展
し
、
多
く
の
人
々
に
救

い
の
喜
び
を
告
げ
知
ら
せ
て
ほ
し

い
」
と
話
さ
れ
、
信
徒
と
共
に
献
堂

の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

三
月
二
十
六
日
〜
二
十
七
日

新

潟
司
教
館
で
新
潟
教
区
司
祭
評
議
会

の
第
六
回
総
会
が
開
か
れ
て
、
各
地

区
の
主
な
報
告
等
や
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
。

一

二
〇
〇
六
年
教
区
会
計
報
告

（
四
面
に
関
連
記
事
）

二

二
〇
〇
六
年
教
区
現
勢
報
告

（
四
面
に
関
連
記
事
）

三

教
区
司
祭
の
集
い
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

六
月
十
一
〜
十
三
日
胎
内
で
開
催

さ
れ
る
教
区
司
祭
の
集
い
の
一
日
目

に
は
講
師
に
一
八
八
殉
教
者
列
福
調

査
特
別
委
員
会
委
員
の
古
巣

馨
師

（
長
崎
教
区
）
を
招
き
「
日
本
の
初

代
教
会
か
ら
現
代
の
宣
教
を
問
う
」

と
題
し
た
講
話
を
聞
く
。
二
日
目
に

は
信
徒
宣
教
者
会
々
員
で
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
滞
在
し
、
こ
の
時
期
一
時
帰
国

中
の
高
橋
真
也
君
（
米
沢
教
会
出

身
）
か
ら
の
報
告
を
聞
く
予
定
。
そ

の
他
、
教
区
青
少
年
委
員
か
ら
の
報

告
や
、
四
月
三
〇
日
開
催
さ
れ
た
教

区
宣
教
司
牧
評
議
会
の
報
告
を
聞
く

こ
と
を
予
定
し
た
。

四

教
区
列
福
準
備
委
員
会
の
準
備

進
捗
状
況
報
告

・
以
前
に
出
版
し
た
「
米
沢
の
殉
教

者
」結
城
了
悟
師
著（
一
九
八
七
年
）

に
こ
の
た
び
の
一
八
八
殉
教
者
の
こ

と
も
加
筆
し
て
再
版
す
る
。

・
期
日
は
未
定
で
あ
る
が
二
〇
〇
八

年
春
に
は
米
沢
で
の
列
福
感
謝
の
行

事
を
予
定
。

・
中
央
協
議
会
か
ら
全
国
に
呼
び
か

け
た
列
福
式
関
係
の
献
金
は
、
す
で

に
目
標
額
を
超
え
た
。
教
区
の
米
沢

北
山
原
殉
教
地
関
係
の
記
念
事
業
関

連
献
金
は
、
三
月
末
現
在
で
目
標
額

三
〇
〇
万
円
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強

に
過
ぎ
な
い
の
で
、
今
後
教
区
内
で

の
当
献
金
は
小
教
区
単
位
で
対
応
を

お
願
い
し
た
い
。

・
長
崎
で
の
一
八
八
殉
教
者
の
列
福

式
の
期
日
は
未
定
で
あ
る
が
、
新
潟

教
区
か
ら
の
参
加
見
込
み
人
数
を
一

〇
〇
人
と
回
答
し
て
い
る
。
地
区
ご

と
に
対
応
を
願
い
た
い
。

五

教
区
青
少
年
委
員
会
か
ら
の
提
言

・
�
橋

学
師
が
各
地
区
と
連
絡
を

取
っ
て
、今
年
の
地
区
ご
と
の
青
少
年

関
係
の
日
程
が
ま
と
ま
っ
た
。三
月
二

十
五
日（
日
）に
は
新
潟
教
会
に
地
区

内
の
中
学
生
と
、か
っ
て
教
区
の
中
学

生
錬
成
会
に
参
加
し
て
い
た
高
校
生

や
青
年
が
集
ま
っ
て
今
後
の
活
動
や
進

め
方
を
話
し
合
っ
て
い
た
。

三
県
全
体
で
の
中
学
生
錬
成
会
の

復
活
を
望
む
声
も
あ
る
が
、
今
は
ま

だ
で
き
る
状
態
で
は
な
く
ま
ず
地
区

内
で
の
基
盤
を
固
め
る
こ
と
が
先
決

で
あ
り
、
今
年
は
地
区
ご
と
の
青
少

年
の
た
め
の
取
り
組
み
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
他
の
地
区
と
も
情
報
交
換

や
呼
び
か
け
を
大
い
に
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

六

各
地
区
の
主
な
予
定
と
報
告

【
秋
田
地
区
】

・
９
／
１７
土
崎
教
会
五
〇
周
年
記
念

・
１０
／
１３
大
館
幼
稚
園
五
〇
周
年
記
念

・
１０
／
２７
神
言
会
来
日
一
〇
〇
年
の

記
念
式
典
（
秋
田
教
会
）

・
１１
／
３
大
館
教
会
五
〇
周
年
記
念

・
来
年
９
／
１４
〜
１５
教
区
信
徒
大
会

（
秋
田
市
）

【
山
形
地
区
】

・
山
形
教
会
に
イ
ン
ド
人
の
助
祭
が

実
習
の
た
め
に
滞
在
。

・
こ
ま
く
さ
保
育
園
（
山
形
市
）
が

四
月
よ
り
認
可
保
育
園
と
な
り
、
新

園
舎
で
「
マ
リ
ア
こ
ま
く
さ
保
育

園
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

【
新
発
田
地
区
】

・
５
／
２０
三
条
・
栃
尾
・
長
岡
の
教
会

の
合
同
野
外
ミ
サ（
栃
尾
の
と
ど
の
森
）

【
新
潟
地
区
】

・
６
／
１０
講
演
会
�
一
八
八
殉
教
者

が
現
代
に
伝
え
る
も
の
�
講
師
は
古

巣

馨
神
父
（
会
場
新
潟
カ
テ
ド
ラ

ル
）
地
区
協
主
催
で
他
教
会
や
市
民

に
も
呼
び
か
け
る
。

・
１１
／
３
新
潟
教
会
献
堂
八
〇
周
年

記
念

【
長
岡
地
区
】

・
６
／
１０
地
区
信
徒
大
会（
柏
崎
教
会
）

・
８
／
６
〜
８
／
８
小
学
生
合
宿

（
柏
崎
じ
ょ
ん
の
び
村
）

８
／
６
〜
８
／
８
中
高
生
合
宿
（
妙

高
教
会
）

８
／
１１
〜
８
／
１３
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｅ
（
妙
高

教
会
）

１０
／
８
婦
人
の
集
い
（
糸
魚
川
）

《
秋
田
地
区
》（

四
月
一
日
付
任
命
）

▼
岡
崎
才
蔵
神
父
は
大
館
教
会
主
任

（
名
古
屋
教
区
か
ら
転
入
）

▼
伴

八
郎
神
父
は
鹿
角
教
会
主
任

（
大
館
教
会
主
任
兼
任
を
解
く
）

▼
デ
ィ
ブ
ル
テ
ィ
ウ
ス
・
ヘ
リ
神
父

は
教
区
外
へ
転
出
（
秋
田
教
会
助

任
）

《
山
形
地
区
》

▼
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
ネ
ガ
ン
神
父
は

米
沢
教
会
・
巡
回
長
井
教
会
主
任

（
イ
エ
ズ
ス
・
マ
リ
ア
の
聖
心
会

ロ
ー
マ
本
部
）

▼
川
又
巳
三
男
神
父
は
教
区
外
へ
転

出
（
米
沢
教
会
・
巡
回
長
井
教
会

主
任
）

《
新
潟
地
区
、
新
発
田
地
区
》

▼
�
橋

学
神
父
は
見
附
教
会
助
任

（
新
潟
教
会
助
任
）

二

月

一

日
、
鶴
岡
市

中
山
瓜
沢
に

鶴
岡
ダ
ル
ク

が
開
設
さ
れ

た
。

「
秋
田
ダ
ル

ク
」
に
続
き

新
潟
教
区
で

二
番
目
の
ダ

ル
ク
で
、
現
在
七
人
の
入
居
者
が
生

活
し
て
い
る
。

鶴
岡
教
会
に
は
「
鶴
岡
ダ
ル
ク
を

支
援
す
る
会
」
が
あ
る
が
、
四
月
二

十
一
日
に
は
鶴
岡
市
の
出
羽
庄
内
国

際
村
に「
鶴
岡
ダ
ル
ク
」設
立
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
き
、
鶴
岡
ダ
ル
ク
の
紹
介

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
近
藤
恒
夫
氏
（
日
本
ダ
ル
ク
本

部
代
表
）、
岩
井
喜
代
仁
氏
（
茨
城

ダ
ル
ク
・
女
性
シ
ェ
ル
タ
ー
代

表
）、
中
村

恵
氏
（
茨
城
県
立
友

部
病
院
医
長
）、
草
場
祐
之
氏
（
仙

台
弁
護
士
会
副
会
長
）
が
パ
ネ
ラ
ー

と
な
っ
て
一
〇
〇
人
を
越
え
た
参
加

者
に
理
解
を
求
め
た
。

《教区本部人事》
教会会計 大瀧浩一師（事務局長兼任）
会計主任 中村 茂氏（実務担当責任者）
総務主任 鎌田佳文氏
総務担当 シスター佐久間香子氏

《委員会人事》（今後、活動を組織化することを目的に、
次の諸担当を委員会とする）

広報委員会 委員長 ラウール・バラデス師
委 員 斎藤 清氏

青少年委員会 委員長 石黒晃泰師
副委員長 �橋 学師

難民移住移動者委員会
委員長 佐藤 勤師
委 員 フーベルト・ネルスカンプ師（船員司牧）
委 員 フェルディマール・ファミニアラガオ師
委 員 シスター佐久間香子氏

典礼委員会 委員長 �橋 学師
正義と平和委員会 委員長 佐藤 勤師
＊委員の任命や組織については、これから整備の予定。

司
祭
人
事

亀
田
教
会

献
堂
の
喜
び
、
感
謝

＊
カ
ッ
コ
内
は
こ
れ
ま
で
の
任
務

祭壇奉献の典礼で始まった献堂ミサ

新潟教区の
教区本部および委員会人事
（２００７年５月１日発令）

Ｎ
Ｐ
Ｏ

鶴
岡
ダ
ル
ク
ス
タ
ー
ト

教
区
司
祭
評
議
会
か
ら

鶴岡ダルクの建物
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

私
は
イ
エ
ズ
ス
・
マ
リ
ア
の
聖
心

会
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
・

ス
リ
・
ワ
ル
ヨ
神
父
と
申
し
ま
す
。

呼
び
方
は
名
前
は
二
つ
あ
る
と
思
い

ま
す
。「
ス
リ（SR

I

）」と「
ワ
ル
ヨ
」

（W
aluyo

）で
す
。覚
え
や
す
い
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
「
ス
リ
」
は

「
美
し
い
」
と
い
う
意
味
で
す
。
そ

し
て
、「
ワ
ル
ヨ
」
は
「
命
」
と
い

う
意
味
で
す
。
父
と
母
の
希
望
は
わ

た
く
し
の
人
生
が
美
し
く
な
る
よ
う

に
、
願
っ
て
い
ま
す
。
漢
字
で
書
く

と
「
主
理
・
和
留
世
」、
と
言
い
ま

す
。「
主
の
摂
理
と
世
界
の
平
和
に

留
ま
る
」。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
のY

ogyakarta

か
ら
参
り
ま
し
た
。
１
９
７
４
年
１

月
１６
日
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
兄
弟
は

七
人
で
、
兄
二
人
、
姉
二
人
、
弟
一

人
、
妹
一
人
が
い
ま
す
。
わ
た
く
し

は
五
番
め
で
す
。
趣
味
は
小
説
と
漫

画
を
読
む
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
沈

黙
（Shusaku
E
ndo

）
と
か
、
宮

本
武
蔵
（E
iji
Y
oshikaw

a

）
と

か
、い
じ
わ
る
ば
あ
さ
ん（M

achiko

H
asegaw

a

）
と
か
。

も
ち
ろ
ん
、
聖
書
を
読
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
司
祭
叙
階
（
２
０
０
４
年

６
月
１８
日
）
か
ら
２
年
に
な
り
ま
し

た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー
司
教
よ
り
叙
階
を
受
け
た
時
の

こ
と
を
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い

ま
す
。
叙
階
式
は
聖
マ
イ
ケ
ル
教
会

で
行
わ
れ
た
の
で
す
が
、
日
本
で
の

宣
教
の
任
務
が
読
み
上
げ
ら
れ
た

時
、
教
区
民
の
方
々
は
大
き
な
拍
手

を
送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
私
は
神
学
生
で
あ
り
、

職
務
の
た
め
に
日
本
へ
派
遣
さ
れ
る

と
は
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
小
さ
な
教
区
に
勤
め
る
神
父

に
な
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
従
う
べ
き
は
神
の
意
思
で

あ
り
、
従
う
者
に
神
は
共
に
い
て
下

さ
い
ま
す
。

神
学
校
に
入
学
す
る
以
前
、
教
会

の
活
動
に
関
係
し
な
か
っ
た
と
い
う

点
で
、
私
は
あ
り
ふ
れ
た
若
者
の
一

人
で
し
た
。
神
父
や
ブ
ラ
ザ
ー
・
シ

ス
タ
ー
達
と
話
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
契
機
が
訪
れ
ま

し
た
。
バ
ス
の
中
で
、
聖
心
会
の
ブ

ラ
ザ
ー
と
出
会
っ
た
の
で
す
。

１
９
９
２
年
の
こ
と
で
す
。

聖
心
会
の
人
々
と
話
を
し
て
い
く

う
ち
に
、
神
学
校
に
入
学
す
る
決
断

を
し
ま
し
た
。
私
の
両
親
は
兄
弟
姉

妹
を
大
学
に
送
っ
て
お
り
、
私
も
そ

う
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
の

で
、
私
の
決
心
に
対
し
疑
う
所
も
あ

り
ま
し
た
が
、
目
的
と
必
要
と
な
る

忍
耐
の
た
め
に
力
を
注
ぐ
よ
う
、
励

ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

神
父
に
な
る
道
は
短
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
９
９
３
年

神
学
校
に
入
り
、
聖
心
会
の
神
学
生

と
し
て
１０
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

多
く
の
神
父
の
助
け
を
受
け
ま
し

た
。こ
の
養
成
期
間
に
、前
に
進
み
、

何
か
を
な
し
遂
げ
よ
う
と
絶
ず
欲
す

る
自
分
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
忍
耐

が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
乗
り
越
え
る
必
要
の
あ
る
障

害
、
誘
惑
で
し
た
。
幸
運
に
も
、
こ

の
期
間
が
ど
ん
な
に
大
事
で
あ
る

か
、
次
の
よ
う
な
言
葉
で
示
し
て
く

れ
た
人
が
い
ま
し
た
。

「
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
と
な
る
に
は

何
年
に
も
わ
た
る
準
備
が
必
要
で
あ

る
。
電
子
レ
ン
ジ
の
よ
う
に
、
皿
を

入
て
ボ
タ
ン
を
押
し
て
数
分
待
て
ば

で
き
る
料
理
で
あ
る
な
ら
楽
だ
ろ

う
。
し
か
し
主
は
、
教
会
は
、
土
鍋

の
よ
う
に
、
じ
っ
く
り
と
煮
込
み
、

き
ち
ん
と
加
味
さ
れ
、
熟
成
さ
れ
た

方
を
好
む
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
味

が
良
い
か
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
誰
よ
り
も
主
キ
リ
ス
ト

は
、
３
年
間
の
活
動
の
た
め
に
、
３０

年
を
準
備
に
費
や
し
た
の
で
す
」

ブ
ラ
ザ
ー
・マ
ル
チ
ネ
ス
と
共
に
、３

年
前
の
２
０
０
４
年
９
月
１３
日
に
日

本
に
到
着
し
ま
し
た
。成
田
空
港
は

夕
方
で
、山
田
神
父
様
と
ヒ
ー
リ
ー
神

父
様
が
出
迎
え
に
来
て
下
さ
り
、私

た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
表

情
か
ら
も
分
か
り
ま
し
た
。そ
の
夜
は

な
か
な
か
寝
ら
れ
ず
、聖
心
会
か
ら
の

歓
迎
の
手
紙
を
何
度
も
読
み
返
し
ま

し
た
。私
の
心
を
特
に
打
っ
た
の
は
次
の

言
葉
で
し
た
。

「
日
本
へ
よ
う
こ
そ
。
日
本
で
の

生
活
が
楽
し
く
実
り
あ
る
も
の
と
な

る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
私
た
ち
共
同

体
は
、
あ
な
た
達
が
共
に
あ
る
こ
と

を
深
く
喜
ん
で
い
ま
す
。
神
の
ご
加

護
が
あ
な
た
達
と
宣
教
の
職
務
の
上

に
あ
り
ま
す
よ
う
に
」

三
年
に
な
り
ま
す
が
、
聖
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
日
本
に
来
て

抱
い
た
気
持
ち
が
、
私
の
心
に
も
あ

る
よ
う
で
す
。
数
ヶ
月
も
し
な
い
う

ち
に
、聖
ザ
ビ
エ
ル
は「
心
の
喜
び（Joy

of
H
eart

）」と
呼
ば
れ
た
日
本
に
夢

中
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

私
の
職
務
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

あ
り
乗
り
越
え
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
日
本
語
の

習
得
で
す
。
こ
れ
は
難
関
で
あ
り
、

神
の
助
け
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

時
間
と
共
に
解
決
す
る
と
信
じ
て
勉

強
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
七
月
に
東

京
カ
テ
ド
ラ
ル
で
、

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
障

害
者
連
絡
協
議
会

（
略
称
カ
障
連
）
の

全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。
大
会
は
三
年

ご
と
に
開
か
れ
、
二

〇
〇
九
年
の
第
十
回

全
国
大
会
は
新
潟
教

区
が
会
場
に
決
定
し

て
い
る
。

大
会
の
基
調
講
演

で
講
師
を
つ
と
め
た

菊
地
功
司
教
は
そ
の

時
の
感
想
を
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

「
障
害
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
人
た

ち
の
溢
れ
ん
ば
か
り
の
パ
ワ
ー
に
つ

い
て
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
そ
れ
ぞ

れ
の
葛
藤
と
戦
い
の
歴
史
が
あ
る
か

ら
こ
そ
溢
れ
ん
ば
か
り
の
パ
ワ
ー
が

存
在
す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

カ
障
連
と
同
じ
く
二
年
後
に
は
、

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
の
全
国
大
会
も
新
潟
教
区

で
開
か
れ
る
。
大
会
の
継
続
テ
ー
マ

は
「
地
球
単
位
で
行
動
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
目
指
し
て
」
で
、
全
国

各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
性
化
や

情
報
交
換
が
行
わ
れ
る
。

新
潟
教
区
に
お
い
て
教
会
と
し
て

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
団
体
が
な

く
、
信
徒
が
個
々
に
市
民
グ
ル
ー
プ

に
参
加
し
て
、
目
立
た
ず
、
地
道
に

活
動
を
続
け
て
い
る
人
が
多
い
。
グ

ル
ー
プ
の
中
で
た
だ
一
人
の
カ
ト

リ
ッ
ク
信
者
と
い
う
活
動
も
あ
る
。

同
じ
信
仰
を
持
ち
共
に
歩
む
信
仰

共
同
体
の
仲
間
に
祈
ら
れ
励
ま
さ
れ

更
に
一
人
ひ
と
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
一
層
豊
か
に
す
る
た
め
に
、

い
ま
教
区
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
る
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
想
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
た

と
え
活
動
の
場
は
別
々
で
あ
っ
て

も
、
教
会
に
つ
な
が
る
連
帯
意
識
を

も
つ
こ
と
が
で
き
る
「
ゆ
る
や
か
な

連
携
作
り
」
が
は
じ
ま
っ
た
。

窓
口
は
シ
ス
タ
ー
佐
久
間
香
子

（
教
区
事
務
所
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
二
五
・
二
二
二
・
七
四
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
二
五
・
二
二
二
・
七
四
六
七

新潟教区

�
橋
神

父
様
が
叙

階

さ

れ

て
、
新
潟

教
区
に
は

神
学
生
が
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
度
お
隣
の
仙
台
教
区
か
ら
移
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
坂
本
耕
太
郎
と

も
う
し
ま
す
。

教
会
の
外
で「
神
学
生
で
す
」と
言

う
と
少
し
不
思
議
な
顔
で「
進
学
生

さ
ん
？
」と
聞
き
返
さ
れ
ま
す
。し
か

し
、教
会
の
信
者
で
も
決
し
て
油
断
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。日
頃
は
東
京
の
練

馬
区
関
町
に
あ
る
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク

神
学
院
で
学
ん
で
い
る
の
で
す
が
、不

思
議
な
顔
で「
新
潟
に
は
神
学
院
が
な

い
の
で
す
か
？
」と
聞
か
れ
た
こ
と
が

一
度
な
ら
ず
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
会
話
は
い
か
に
神
学
生

が
め
ず
ら
し
い
存
在
で
あ
る
か
を
示

し
て
い
ま
す
。も
し
か
し
た
ら
佐
渡

の
朱
鷺
よ
り
も
そ
の
生
息
数
は
少
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
希
少
な
神
学
生
の
ひ
と
り

で
あ
る
私
を
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
新

潟
教
区
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。

菊
地
司
教
様
は「
け
っ
し
て
若
く

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、新
し
い
神
学
生

で
す
。」と
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。ま
っ
た
く
、適
切
な
紹
介
で
す

が
、ま
た
新
し
い
誤
解
が
生
じ
ま
す
。

「
新
学
生
さ
ん
？
」

す
で
に
お
会
い
し
た
皆
様
、再
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。ま
だ
お
会
い

し
て
い
な
い
皆
様
、お
会
い
で
き
る
日

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

司
祭
の
召
命

召召 命命

新
潟
教
区
の
神
学
生

坂
本
耕
太
郎

ス
リ
・
ワ
ル
ヨ
神
父

（
山
形
教
会
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
輪

ゆ
る
や
か
な
連
携
作
り

2 年後、新潟で全国大会
カトリックボランティア協議会
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（教区人口比：０．１６％）
１．概 況

面積……………………………………３３，５１７�
人口 ………………………………４，７８８，６８５人

信者総数 ………………………………７，５８６人
求道者………………………………………８２人

２．人 員 構 成
司 教 ………………………………………１
教区司祭 邦人………………………………１５

外国人 ……………………………１
助祭 邦人 ………………………………０

神言会員 邦人 ………………………………３
外国人 ……………………………６

フランシスコ会員 外国人 …………………５
イエズス・マリアの聖心会員 邦人 ……………２

外国人…………２
助祭 邦人 ……………０

他教区からの派遣司祭 外国人 ……………２
神 学 生 邦人 …………………０

聖霊奉侍布教修道女会 邦人 ………………９
外国人 ……………１

聖心の布教姉妹会 邦人………………５４
マリアの宣教者
フランシスコ修道会 邦人 ………………４

ナミュール・ノートルダム修道女会 邦人 …………６
無原罪の聖母フランスコ姉妹会 邦人 ……………０

外国人 …………３
オタワ愛徳修道女会 邦人 …………………４

外国人 ………………０
聖クララ会 邦人 ……………………………９
聖マリア在俗会 邦人………………………１６

３．事 業
小教区教会……………………………………３１
分教会・巡回教会 ……………………………５
集会所 …………………………………………４
女子修道院……………………………………１１
社会福祉事業
老人ホーム …………………………………３
宿泊を伴う利用者数 …………………１３２
その他の老人福祉事業……………………１１
宿泊を伴う利用者数 …………………１４１
宿泊を伴わない（年間のべ人数）…………３９，５０６
その他の福祉事業 …………………………２
宿泊を伴う利用者数 ……………………９
宿泊を伴わない（年間のべ人数）…………２，３８７

幼稚園…………………………………………２７
園児数 …………………………………２，８８３
女子中学校 ……………………………………２
生徒数 ……………………………………１７７
女子高等学校 …………………………………２
生徒数 …………………………………１，２３９
女子短期大学 …………………………………２
学生数 ……………………………………６３１
児童福祉事業
保育園 ………………………………………７
園児数（年間のべ人数）……………１５６，３２２
宿泊を伴う利用者数 ………………………０
その他の児童福祉事業 ………………………６
宿泊を伴う利用者数…………………１２，６６８
宿泊を伴わない（年間のべ人数） …………１９５

４．移 動
転入 転出

教区内…………………１４ …………………８
教区外…………………２３ …………………４０
その他 …………………０ …………………０

死亡……………………………………………８０

（単位：円）

実
質
は
五
〇
〇
万
余
の
赤
字
に

昨
年
度
の
教
区
一
般
会
計
は
、
司

祭
活
動
負
担
金
が
六
百
万
円
余
と
前

年
度
よ
り
二
百
万
円
余
増
え
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
収
入

が
確
保
さ
れ
、
司
祭
一
人
が
増
え
た

も
の
の
、
そ
の
人
件
費
も
カ
バ
ー
で

き
、
全
体
で
は
百
十
五
万
円
余
の
黒

字
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
司
祭
寄
付
金
等

と
司
祭
人
件
費
、
一
粒
会
負
担
金
と

神
学
生
養
成
費
の
収
支
か
ら
す
る
と

実
質
的
に
は
五
百
二
十
七
万
円
ほ
ど

の
赤
字
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
原
因
は
、少
教
区
負
担
金（
教

区
維
持
費
）
で
、
教
区
を
維
持
す
る

経
費
を
賄
い
き
れ
ず
、
本
来
は
司
祭

人
件
費
や
神
学
生
養
成
費
の
た
め
に

残
す
べ
き
分
ま
で
使
い
込
ん
で
し

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

昨
年
よ
り
、
司
教
様
の
意
向
に
よ

り
、
司
祭
、
信
徒
か
ら
な
る
「
経
済

問
題
諮
問
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た

が
、
十
一
月
に
は
「
中
間
答
申
」
が

提
出
さ
れ
、「
資
金
が
必
要
と
な
る

建
物
関
係
の
建
築
、
改
修
工
事
、
諸

行
事
な
ど
、
教
会
活
動
の
長
期
、
中

期
、
短
期
の
計
画
を
信
者
に
あ
ら
か

じ
め
説
明
し
、協
力
要
請
す
る
」「
教

会
の
発
展
、
維
持
の
た
め
の
経
済
支

援
の
要
請
活
動
を
行
い
、
信
者
と
し

て
の
心
得
を
広
め
て
い
く
」「
小
教

区
の
特
別
会
計
の
実
態
を
把
握
す

る
」
な
ど
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。

十
八
年
度
の
収
支
報
告
で
初
め
て

「
建
設
基
金
」
な
ど
今
ま
で
把
握
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
特
別
会
計
に
つ
い

て
も
報
告
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
含

め
た
小
教
区
会
計
の
現
状
が
明
ら
か

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

「
経
済
問
題
諮
問
委
員
会
」
は
「
中

間
報
告
を
受
け
て
」
と
い
う
司
教
様

か
ら
の
答
え
と
要
請
を
受
け
て
、
四

月
か
ら
正
式
に
発
足
す
る
「
教
区
宣

教
司
牧
評
議
会
」
で
の
検
討
と
合
わ

せ
て
、
こ
れ
か
ら
も
見
直
し
を
続
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

地地
震震
救救
援援
金金
はは
能能
登登
半半
島島
地地
震震
にに

二二
〇〇
〇〇
六六
年年
度度
預預
りり
金金
会会
計計
報報
告告

預
り
金
会
計
は
、
各
小
教
区
か
ら

の
「
指
定
献
金
」
を
処
理
す
る
会
計

で
、
送
金
さ
れ
て
き
た
献
金
を
そ
の

ま
ま
中
央
協
議
会
等
に
送
る
献
金

や
、
パ
ー
セ
ン
ト
に
応
じ
て
教
区
の

活
動
の
た
め
に
充
て
る
献
金
が
あ

る
。
送
金
時
以
降
に
送
ら
れ
て
き
た

献
金
は
、
翌
年
の
献
金
と
併
せ
て
送

金
し
、
教
区
に
残
さ
れ
た
分
は
、
教

区
内
で
の
活
動
に
充
当
し
た
り
、
必

要
に
応
じ
て
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ

た
り
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

繰
り
越
さ
れ
て
き
た
献
金
で
最
も

額
の
多
か
っ
た「
地
震
救
援
金
」は
、

全
国
か
ら
「
中
越
地
震
救
援
金
」
と

し
て
送
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
被
災

さ
れ
た
教
会
の
建
物
の
修
復
や
信
徒

の
見
舞
金
と
し
て
配
分
さ
れ
、
三
百

六
十
万
余
が
残
っ
て
い
た
が
、
そ
の

後
も
百
七
十
万
余
が
送
ら
れ
て
き
て

五
百
三
十
万
余
と
な
っ
て
い
た
。

折
か
ら
「
能
登
半
島
地
震
」
が
発

生
し
、
献
金
の
意
向
を
尊
重
す
る
意

味
で
、
カ
リ
タ
ス
名
古
屋
を
通
じ
て

被
災
さ
れ
た
教
会
等
に
分
配
し
て
も

ら
う
た
め
、
全
額
送
金
し
た
。（
二

〇
〇
七
年
度
）

「
教
区
青
少
年
の
日
」の
献
金
は
、

一
昨
年
ま
で
は
「
教
区
中
学
生
錬
成

会
」
の
補
助
に
使
わ
れ
て
き
た
が
、

昨
年
か
ら
教
区
と
し
て
の
開
催
が
困

難
と
な
り
、「
青
年
の
集
い
」
な
ど

の
補
助
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。「
一

粒
の
会
」
の
規
約
の
見
直
し
で
、
地

区
の
錬
成
会
に
も
補
助
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
兼
ね
合
い
が
今
後
の

検
討
課
題
と
言
え
そ
う
だ
。

教教
区区
会会
計計
はは
大大
瀧瀧
神神
父父
にに

平
成
九
年
の
事
務
局
長
就
任
以
来

担
当
を
続
け
て
き
た
教
区
会
計
は
、

五
月
か
ら
大
瀧
神
父
が
担
当
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

（
教
区
会
計

川
崎
神
父
）

（単位：千円）
対前年比
２，２７８
１２５
２，２６９
－８
－１０８
３，２３７
１，５１０
１，７２７
－２３５
－４６０
－６，２０２
－１，３８２

１，７０２
－５１１
２，２１３
９３

１，４７８
２，９６８
－１，４９０
１，２５４
４，５２７
－５，９０９

２，２６９
１，５１０
３，７７９
２，９６８
８１１

１３８
１３８
－５１１
１４６
－３６５
５０３

－７，２２３

１７年度
１９，４０５
８，４０９
３，８９８
４，６２０
２，４７８
１３，３５７
１２，５９０
７６７
２３５
２，５５７
６，５１３
４２，０６７

５，２４９
１，０５２
４，１９７
５，２７７
２３，５１９
１４，９４５
８，５７４
９５９

３５，００４
７，０６３

３，８９８
１２，５９０
１６，４８８
１４，９４５
１，５４３

４，６２０
４，６２０
１，０５２

１，０５２
３，５６８

１，９５２

１８年度
２１，６８３
８，５３４
６，１６７
４，６１２
２，３７０
１６，５９４
１４，１００
２，４９４
－

２，０９７
３１１

４０，６８５

６，９５１
５４１
６，４１０
５，３７０
２４，９９７
１７，９１３
７，０８４
２，２１３
３９，５３１
１，１５４
９３，８９９
９５，０５３

６，１６７
１４，１００
２０，２６７
１７，９１３
２，３５４

４，７５８
４，７５８
５４１
１４６
６８７
４，０７１

－５，２７１

負担金収入
小教区負担金（教区維持費）
司祭活動負担金
一粒会負担金
学校法人負担金、他
寄付金収入
司祭寄付金
一般寄付金、他
補助金収入
献金収入
その他の収入

収入合計 Ａ

宗教活動費
神学生養成費
祭儀費、他
事務運営費
人件費
司祭人件費（法定福利費含む）
職員人件費
維持管理費

支出合計 Ｂ
収支 Ｃ＝Ａ－Ｂ
前年度繰越金 Ｄ
次年度繰越金 Ｃ＋Ｄ

司祭寄付金等と司祭人件費
司祭活動負担金
司祭寄付金

計
司祭人件費（法定福利費含む）

収 支 E

一粒会負担金と神学生養成費
一粒会負担金

計
神学生養成費
地区錬成会等補助

計
収 支 F

実質収支 C－E－F
２００６年（平成１８年）度指定献金収支報告

備 考

教区独自の献金

５０％を送金

５０％を送金

１００万円未満の場合１０万送金
カリタスジャパン等

未送金額
３６，９００

－
－

３，８００
９，７０３
３，８００
１４，９００
２５，７５１
７１，０００

－
－

１６５，８５４
地震救援金残 ５，３２９，０９３含む

教区分残高

３５１，５７９

２２１，６５５

１６０，３０３

５４３，２２１

１，２７６，７５８

活動費

４６，９７４

８１，８７０

１２８，８４４

送金額
５３１，７１１
６４２，９３９

３１５，５１２
１，３８０，０７３
２１７，８５５
４６０，１８０
２１６，４２２
３７５，２６２
１００，０００
２２，７４３

４，２６２，６９７
前年度末残高 １２，１１９，９８６
次年度繰越高 １３，３９６，７４４

受入額
５６８，６１１
６４２，９３９
３９８，５５３
３１９，３１２
１，３８９，７７６
４４３，３１０
４７５，０８０
４８４，３４６
４４６，２６２
６４３，２２１
２２，７４３

５，８３４，１５３

献金名
児童福祉（教会）
児童福祉（幼稚園）
教区青少年の日

聖地のための献金
四旬節愛の献金
世界広報の日献金
聖ペトロ使徒座献金
難民移住移動者の日
世界宣教の日献金
宣教地司祭育成の日
そ の 他 の 献 金
合 計

２００６年（平成１８年）度教区一般会計収支

二
〇
〇
六
年
度
教
区
会
計
報
告

（２００６年１２月３１日現在）

新 潟 司 教 区 統 計
（２００６年１２月３１日現在）
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